
〇 この冬のインフルエンザの流行に備え、「今冬のインフルエンザ総合対策」を取りまとめ、国や地
方自治体がインフルエンザ対策に取り組むとともに、広く国民の皆様にインフルエンザに関する情
報を提供し、適切な対応を呼びかけることといたしました。

〇 2020年より新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的大流行が継続しています。
インフルエンザとの同時流行が発生した場合には、複雑な発生動向を辿ることへの懸念や発熱時
における受診の流れにも、一層の注意が必要な状況が考えられますが、本稿においては、従来ど
おり、インフルエンザに特化した対策について、まとめた内容としています。

〇 季節性インフルエンザのウイルスには、Ａ（H1N1）亜型（平成21年に流行した新型インフルエンザと
同じ亜型）、Ａ（H3N2）亜型（いわゆる香港型と同じ亜型）、２系統のＢ型の４つの種類があり、流行し
やすい年齢層は、ウイルスの型によって、多少異なりますが、今年も、全ての年齢の方がインフル
エンザに注意する必要があります。

〇 国民の皆様におかれましては、以下を参考にして、ご家庭や職場などにおいて、適切に対応して
いただくよう、お願いします。

１ は じ め に

令和４年度 今冬のインフルエンザ総合対策について【厚生労働省】（概要）

令和４年１０月１４日 厚生労働省健康局結核感染症課長通知
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(1) 「咳エチケット」について

厚生労働省は、他の人への感染を防ぐため、「咳エチケット」をキーワードとした普及啓
発活動を行い、マスクの着用や人混みにおいて咳をする際の注意点について呼びかける
こととします。（中略）

(2) 予防接種について

〇 インフルエンザワクチンの予防接種には、発症をある程度抑える効果や、重症化を予防
する効果があり、特に高齢者や基礎疾患のある方など、罹患すると重症化する可能性が
高い方には効果が高いと考えられます。

〇 予防接種の接種回数については、13歳以上の方は、１回接種を原則としています。ワク
チンの添付文書には「13歳以上のものは、１回又は２回注射」と記載されていますが、健
康な成人の方や基礎疾患（慢性疾患）のある方を対象に行われた研究から、インフルエ
ンザワクチン0.5mlの１回接種で、２回と同等の抗体価の上昇が得られるとの報告があり
ます。ただし、医学的な理由により、医師が２回接種を必要と判断した場合は、その限り
ではありません。なお、定期の予防接種は１回接種としています。（中略）

２ 感 染 防 止 に つ い て
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(3) 高齢者の入所施設等における感染防止対策の推進

〇 高齢者等のインフルエンザに罹患した場合の高危険群の方が多く入所・入居している
高齢者の入所施設等においては、まずは、施設内にインフルエンザウイルスが持ち込ま
れないようにすることが重要です。

〇 厚生労働省は、日本医師会感染症危機管理対策室とともに、インフルエンザウイルス
の高齢者の入所施設等への侵入の阻止と、侵入した場合のまん延防止を目的とした標
準的な手引書「インフルエンザ施設内感染予防の手引き」を各施設に普及していきます。

〇 インフルエンザに対する高危険群に属する方が多く入所・入居している高齢者の入所
施設等において、インフルエンザの流行が発生した場合には、都道府県等は、当該施設
等の協力を得て調査を実施し、感染拡大の経路、感染拡大の原因の特定などを行うこと
により、今後の施設内感染の再発防止に役立てることが重要であり、厚生労働省は、都
道府県等から調査の実施に当たって協力要請があった場合には、積極的に対応します。

〇 厚生労働省は、医療機関に対しても、以下の手引き等を参考に、インフルエンザについ
ての院内感染防止に関する指導を一層徹底するよう努めることとします。（中略）

２ 感 染 防 止 に つ い て
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(1) 流行状況
厚生労働省は、「今冬のインフルエンザ総合対策」ページにインフルエンザ発生状況等（発生動
向情報、インフルエンザ様疾患発生報告情報など）を逐次掲載し、更新します。
流行状況を踏まえた対策の実施にお役立てください。

① 厚生労働省からの毎週の報道発表
(ｱ) インフルエンザ定点報告情報
(ｲ) インフルエンザ様疾患発生報告（学校休校情報）
(ｳ) インフルエンザ入院患者情報
② その他関連情報提供

(ｱ) インフルエンザ流行レベルマップ (ｲ) 流行状況の過去10年間との比較グラフ
(ｳ) 感染症発生動向調査週報（IDWR） (ｴ) 各シーズンのインフルエンザに関するまとめ

(2) ワクチン・治療薬等の確保の状況

① インフルエンザワクチン
② 抗インフルエンザ薬（タミフル・リレンザ・ラピアクタ・イナビル・ゾフルーザ・オセルタミビル）
③ インフルエンザ抗原検出キット（迅速タイプ）

３ 情 報 提 供

(1) 専用ホームページ「今冬のインフルエンザ総合対策」を開設
(2) インフルエンザ予防の啓発ツールを作成し、電子媒体形式で提供
(3) インフルエンザＱ＆Ａの作成・公表等
(4) 相談窓口の設置：「感染症・予防接種相談窓口」を開設

４ 予 防 ・ 啓 発 の 取 組
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１ インフルエンザ定点報告情報（患者発生サーベイランス）

２ インフルエンザ様疾患発生報告（学校休校情報） （学校サーベイランス）

３ インフルエンザ入院患者報告（入院サーベイランス）

■ 道内における季節性インフルエンザの発生状況の把握について

報告対象施設 定点医療機関(内科[89]・小児科[136] 診療科単位) [計225] 

報告事項 患者数

報告時期等 毎週月曜日から日曜日までの発生状況を火曜日までに保健所へ報告

報告対象施設 保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校等

報告事項 休校、学年閉鎖、学級閉鎖の状況、患者数、欠席者数

報告時期等 毎週月曜日から日曜日までの発生状況を火曜日までに保健所へ報告

報告対象機関 基幹定点医療機関(病床数300床以上の病院[17]）

報告事項 入院患者数

報告時期等 毎週月曜日から日曜日までの発生状況を火曜日までに保健所へ報告
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《参考》 第42週の患者発生状況

○ 数値
定点あたり報告数

○ 先週との比較表示
↗ 増加表示
↘ 減少表示
→ 増減なし表示
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《参考》 インフルエンザ定点報告数（シーズン）】（※2022-2023シーズンは第36週～第42週）
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